
開催日時

開催場所

　代表者 　司会者

　報告者 　記録者

参加者数 15 人

報告内容

 ①避難場所になっている公民館が土石流の危険可所であるため、見直しを要望する。 否*否*否*否*

 ②避難場所が狭隘で適さないので、近所の大型ホテル等が利用できないか。 否*否*否*否*

 ③以前、新聞で旅館・ホテル等を避難場所として契約したい旨の報道があった。その後

　　の経過についてどのようになっているのか。

 ④避難通路に吊り橋があり災害時は倒壊し通行不能になるので、ハザードマップの避難

　　場所の見直しを要望する。

 ⑤学校等公共施設の避難場所は、災害時には迅速に避難できる状態になるのか。 否否否否

 ⑥毎年、自治会３地区に分かれて消火訓練を実施してるが、一時避難は大きな民家を

　　借用して訓練を行っている。

 ⑦参加人数の確保に苦労している。 否*否*否*否*

 ⑧町内運動会で消防団協力で消火訓練・AEDや火災報知器のPR等を行っている。 否否否否

 ⑨ハザードマップは土砂災害用なので、火災等の他災害避難にも使用できれば良い。 否否否否

 ⑩２万円の補助金は、大半が会議費等でなくなるので、簡易な備品で支給できないか。 否否否否

 ⑪補助金は、防災資機材倉庫の購入に支援していだだきたい。 否否否否

 ⑫補助金申請手続きの簡素化と、補助システムの見直し等を行い、更新期間の短縮と

　　補助金の増額が図られないか。

 ⑬自治会には大小規模の組織があるため、補助金は一律でいいのか検討されたい。 否*否*否*否*

 ⑭自主防災組織の必要な資機材は、どのような品物があるのか。 否否否否

 ⑮高齢者が多く避難訓練が困難であり、指定避難場所が狭隘（７自治会共有）なので

議会報告会調整会議　副議長　様

　　　上記のとおり、報告いたします。

平成２７年　４月２８日

重要な政策要望と判断される提言等はありませんが、＊印を付けた意見については、今後の所管事務調査の中

で、執行部と協議していきます。

否否否否

否*否*否*否*

　　適切な避難所の確保を要望する。

議会報告会報告書

　平成２７年３月２４日（火）　　　　　１８時００分　～１９時４０分

藤原公民館大会議室（藤原・栗山地区）

出席議員

山越　一治

否*否*否*否*

否*否*否*否*

否*否*否*否*

鷹觜　孝委 生井　一郎

小久保　光雄

山越　一治 川村　寿利

田村　耕作 川村　寿利

総 務 常 任 委 員 会

代表者　 山越　一治

自主防災組織について

重要な政策要望と判断される提言等の今後の対応について

全　員 川村　寿利

委員会で協議を要する重要な

政策要望と判断される提言等

（要否）

《議会報告、意見交換に関する意見・要望》



開催日時

開催場所

　代表者 　司会者

　報告者 　記録者

参加者数 15 人

報告内容

①既存設備の一部が土石流等の危険箇所にあるが、 済 不要

　見直しを行い変更するのか。

②既存拡声器が明瞭に聞き取れない状況であるので 済 不要

　今回、改善を期待している。

③防災メールの一部が、らくらくフォンに入らないので 済 不要

　市に問合せたが、NTTと改善に向けて検討中とのこと。

　その後、改善されたのか確認されたい。

④防災情報は地域によって異なるので、地域に合った 済 不要

　情報提供を要望する。

⑤市内小中学校の耐震については問題ないか。 済 不要

⑥防災行政情報システムとダムサイレンとの音色は

　区分されているのか。 

⑦地域特有の情報と時刻の放送は流せないのか。 済 不要

⑧古い年度住宅の耐震施工について、市の補助金

　制度はあるのか。

⑨自治会で防犯カメラを設置する場合は、市から

　補助金が支給されるのか。

⑩ダム決壊による洪水等の到達時間を予測する

　シミュレーションを作成できないか。

議会報告会調整会議　副議長　様

　　　上記のとおり、報告いたします。

平成２７年　４月２８日

済 不要

全　員

川村　寿利

川村　寿利

山越　一治

　平成２７年３月２４日（火）　　　　　１８時００分　～１９時４０分

済 不要

藤原公民館大会議室（藤原・栗山地区）

川村　寿利

議会報告会報告書

出席議員

山越　一治 鷹觜　孝委 生井　一郎

総 務 常 任 委 員 会

小久保　光雄 田村　耕作

済 不要

代表者　 山越　一治

未済 不要

テーマ以外について

《報告内容に対する意見・要望》

回答

（済・未）

委員会検討

（要・不要）

所管委員会

（要の場合）


